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福島第一
原子力
発電所

福島第二
原子力
発電所

❺藻類バイオマス・エネルギー実証施設
（南相馬市原町区）

③平成30年3月一部運用開始

➎環境放射線センター（南相馬市原町区）

➌

➋

➊

2018年12月現在

➊楢葉遠隔技術開発センター（楢葉町）
ＪＡＥＡ関連施設 ➋廃炉国際共同研究センター国際共同研究棟（富岡町）

➌大熊分析・研究センター（大熊町）

※東芝エネルギーシステムズ資料

廃炉国際共同研究センター
国際共同研究棟

楢葉遠隔技術開発センター

藻類バイオマス・エネルギー実証施設

いわき市のトマト栽培 福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R)

➍福島廃炉技術者研修センター ➊福島水素エネルギー研究フィールド（FH2R）
（浪江町）

浮体式洋上風力発電設備

平成30年7月工場着工

❸避難地域等再生可能エネルギ－導入促進
（風力発電、太陽光発電等）

水産資源研究所

➍

●

➌

➌

➋

➋

➍

➍

➍

➎

➌

➌

➌
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➐
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●➊

●➎

●➌

●➋

③

③

③

●

●

➌環境制御型施設園芸の導入推進
（大熊町、南相馬市、川内村、いわき市等）

➊情報発信拠点（アーカイブ拠点）施設
（双葉町）

平成29年12月整備事業の概要公表

アーカイブ拠点

福島ロボットテストフィールド

平成３０年１０月廃炉事業に必要な技術者養
成の拠点として、東京電力福島第一原子力発
電所協力企業棟内に設置

浜地域農業再生研究センター

⑤平成30年4月着工
⑥平成30年6月一部供用開始

大熊分析・研究センター
施設管理棟

➎水産海洋研究センター（いわき市）
➏水産資源研究所（相馬市）

福島ロボットテストフィールド
（南相馬市原町区、浪江町)

福島イノベーション・コースト構想 主な拠点、プロジェクト、研究機関等

●➏

●➌③

➍

➍

➍

➍

➍

❼石炭ガス化複合発電（IGCC）プロジェクト
（広野町、いわき市）

平成30年4月広野IGCC発電所着工

❻天然ガス（LNG）火力発電プロジェクト
（新地町）

❹スマートコミュニティ構築
（新地町、相馬市、浪江町、楢葉町、葛尾村）

ＬＮＧ火力発電所

平成30年3月葛尾村マスタープラン策定終了
平成30年4月浪江町構築事業開始
平成30年3月相馬市構築完了

川俣町のアンスリウム栽培

❹花き等の新たな生産振興
（飯舘村、葛尾村、川俣町 等）

平成30年２月着工
同年７月一部開所

➊浜地域農業再生研究センター（南相馬市原町区）
➋浜地域研究所（相馬市）

平成30年3月LNG基地操業開始
➋東京電力廃炉資料館（富岡

町）

平成30年11月原子力発電所事
故の事実と廃炉事業の現状等につ
いての展示施設開館

➋浮体式洋上ウィンドファーム実証研究
（福島沖）

川俣町

ﾀﾌ･ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ評価会開催

水産海洋研究センター
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※赤字は第１回イノベ分科会（2017年11月27日）からの進捗箇所。



福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等

２

廃
炉

楢葉町 ＪＡＥＡ楢葉遠隔技術開発センター

○原子炉格納容器下部の漏えい箇所を
調査・補修するロボット等の機器・装置
の開発・実証試験や、燃料デブリ取り出
しに係る機器・装置開発、実証試験等
の実施。

○平成24年度の補正予算において、施設整備費として、大熊分
析・研究センターと合わせて850億円を計上。

○平成27年10月に開所式を開催。平成28年4月から、試験棟
を含めた本格運用を開始。

○平成29年度二次補正予算において、施設の整備・運営費とし
て、大熊分析・研究センターと合わせて12.1億円を計上。

○（平成28年11月6日）マジカル
福島（ロボット運動会）を開催。

○（平成29年11月26日）マジカ
ル福島と連携し施設見学を開催。

○（平成30年7月29日）
J-Villageオープニング式典と連携
し施設見学を開催

○廃炉創造ロボコン
第1回:平成28年12月3日開催
第2回:平成29年12月16日開催
第3回:平成30年12月15日開催

予定

大熊町 ＪＡＥＡ大熊分析・研究センター

○燃料デブリや放射性廃棄物などに含ま
れる難測定核種分析手法等の開発や、
燃料デブリや汚染水処理後の二次廃棄
物等の性状把握、処理・処分技術の開
発等を行う。

○平成24年度の補正予算において、施設整備費として、楢葉遠
隔技術開発センターと合わせて850億円を計上。

○平成29年度二次補正予算において、施設の整備・運営費とし
て、楢葉遠隔技術開発センターと合わせて12.1億円を計上。

○平成30年3月に開所式を開催。施設管理棟の運用を開始。

富岡町 ＪＡＥＡ廃炉国際共同研究センター
国際共同研究棟

○国内外の大学、研究機関、企業等多
様な分野の研究者が集結し、廃炉に向
けた基礎的・基盤的研究を実施

○施設整備費として、平成27年度、28年度に計13億円を計上。
○平成29年4月に開所式を開催。本格運用を開始。
○平成29年度二次補正予算において、設備整備費として5.5億

円を計上。
○平成30年度予算において、運営費として1.3億円を計上。

○隣接する「学びの森」等において、
廃炉研究関連の国際会議『福島
リサーチカンファレンス(FRC) 』を実
施。平成29年度は6回開催。平
成30年度は5回開催。

○（平成30年11月10日）
富岡町えびす講と連携し施設見
学を開催

福島廃炉技術者研修センター
○廃炉事業に必要な技術者を養成する

ため、放射線防護教育など基礎・基盤
的な技能を身につけるための研修を実
施。

○新々・総合特別事業計画に基づき、東京電力が中心となって、
技術者研修（廃炉人材育成）拠点について検討。

○平成30年10月に東京電力福島第一原子力発電所協力企
業棟内に設置。

浜通り等
(15市町
村)全域

浜通りのポテンシャルを活かした産業の
集積

○廃炉・放射線分野の実用化開発や企
業立地等を推進。

○イノベ実用化開発補助金、自立・帰還支援企業立地補助金
等により、浜通り地域への企業立地や先端的研究開発活動を
支援（詳細後掲）。

○福島県内企業廃炉・除染ロボット
関連技術展示会
第1回:平成28年12月7日開催
第2回:平成29年12月20日開催
第3回:平成30年12月20日開催

予定

分野 地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



分野 地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

ロ
ボ
ッ
ト

南相馬市、
浪江町

ロボットテストフィールド
国際産学官共同利用施設
（ロボット）

○無人航空機や災害対応ロ
ボット等の実証実験が行える
テストフィールドや、ロボット技
術の共同研究施設を整備。

○平成28年1月21日、経済産業省と福島県において整
備・運営に関する協定を締結。

○平成29年7月25日に福島県が開催した第２回福島イノ
ベーション・コースト構想推進本部会議において、福島ロ
ボットテストフィールドの完成予想図を公表。

○平成29年11月20日に開催した第4回福島イノベーショ
ン・コースト構想推進本部会議において、福島ロボットテス
トフィールドの各施設の開所見込時期を公表。

○平成29年11月22日に、福島ロボットテストフィールドを活
用したロボット・ドローンの実証等に関する協力協定を、経
済産業省の立会の下、NEDOと福島県が締結。

○平成30年2月6日に、福島ロボットテストフィールド起工式
を実施。

○平成30年3月22日に、無人航空機の目視外飛行に向
け、福島県とJUAV,JUIDA,JUTMとの協力協定を締結。

○平成30年度予算において、ロボットテストフィールド等の整
備のために52.5億円を計上。

○平成30年7月に、ロボットテストフィールド内の通信塔が開
所し、第三四半期には、試験用プラントも開所予定。

〇（平成28年6月12日）ロボットテストフィールドシンポジウ
ムを開催。

○(平成29年12月11日～12日)ドローンの飛行制度や耐
風性等の性能を評価するための安全性能試験を実施。

○(平成30年1月17日～19日)第2回ロボテックス（東京
ビッグサイト）へ出展。

○（平成30年3月23～24日）ジャパン・ドローン2018に
出展。

○(平成30年6月、11月)福島ロボットテストフィールドにて、
ImPACTタフ・ロボティクス・チャレンジを開催。

○(平成30年8月14日)宇宙エレベーターの実験をロボットテ
ストフィールドにて実施。

○（平成30年10月17日～21日）World Robot 
Summit2018（東京ビックサイト）へ出展。

○(平成30年11月22日～23日)ロボットフェスタふくしま
2018に出展。

○（平成32年8月）World Robot Summit2020のうち、
インフラ・災害対応分野の一部の競技を福島ロボットテスト
フィールドで開催予定。

未定 技術者研修（防災）拠点 ○防災研修について民間主体
で検討し、具体化。

○平成28年度に、官民におけるニーズ等を調査。
○平成29年度に、福島ロボットテストフィールドの活用も含め

た事業化可能性調査を実施。

南相馬市 ハイテクプラザ浜通り分所 ○県がハイテクプラザ浜通り分
所を設置。 ○国際産学官共同利用施設（ロボット）に入居予定。

浜通り等
(15市町
村)全域

福島浜通りロボット実証区域
○橋梁、トンネル及びダム・河

川その他山野等オープンス
ペースを実証試験の場として
提供。

○平成30年10月末時点で9ヵ所を指定エリアとしている。
104の開発事業者から183の実証試験希望が出され、こ
のうち146の実証実験を実施。これにより、市町村から提
案のあった指定エリアの他、事業者の要望に添って指定エリ
ア以外の区域においても複数実施。

〇（平成29年1月12日）世界初・完全自律制御飛行の
ドローンによる長距離荷物配送の実証試験に成功。

○（平成29年3月16日）日本初・複数事業者によるド
ローン運行管理デモンストレーションを南相馬市で実施。

○（平成29年10月24日～26日）世界初・36の企業・
団体による、空域管理や電波管理などを行う実証実験が
南相馬市、浪江町で実施。

○（平成29年10月31日～）国内初・ドローン配送とコン
ビニエンスストアの移動販売を連携させたサービスを開始。

○（平成30年10月）イームズロボティクスが浪江町におい
て、ドローンによるイノシシの監視の試験を実施。

○(平成30年11月7日～)日本郵便が、国内初の補助員
なし目視外飛行によるドローンの荷物搬送を南相馬市～
浪江町の郵便局間で開始。

浜通り等
(15市町
村)全域

浜通りのポテンシャルを活かし
た産業の集積

○ロボット分野の実用化開発
や企業立地等を推進。

○イノベ実用化開発補助金、自立・帰還支援企業立地補
助金等により、浜通り地域への企業立地や先端的研究開
発活動を支援（詳細後掲）。

○平成29年5月、産学官連携による「ふくしまロボット産業
推進協議会」を設立（平成29年5月22日に設立総会を
開催）。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等 ※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。
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環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル

浜通り等
(15市町
村)全域

環境・リサイクル関連プロジェクト

○新たに研究会を設立し、産学官によるネットワー
クを形成し、浜通り地域を中心に新たな環境・リ
サイクル産業の集積を図る。

○研究会を通じて、新たなリサイクル事業の実証や
人材育成等を実施。

○県において「ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会」（平成27
年8月設立）を7回開催。平成29年8月末時点で、167企業・
団体・市町村が参加。

○平成28年5月には、同研究会にＷＧを設置し、4つのテーマにつ
いて事業化に向けた検討を実施。

○地域復興実用化開発等促進事業において、ＷＧの4テーマに関
連する3プロジェクトを採択。そのうち福島エコクリート（株）につい
ては、石炭灰リサイクル製品（再生砕石）製造を行うための工場
を、企業立地補助金の補助を受けて南相馬市に建設し、平成
30年3月に開業披露式を開催。

○平成29年度は、浜通りにおけるリサイクル事業に不可欠な排出
量等調査や各事業者に応じた事業可能性調査を実施。

○環境省が、平成30年度 廃棄物処理施設整備事業費補助金
（廃棄物リサイクル施設整備事業）の公募を行い、DOWAエコ
システム(株)等が大熊町で実施する事業を平成30年11月に採
択決定。新会社「（株）相双スマートエコカンパニー」を設立し、
今後同施設を建設していく予定。

浜通り等
(15市町
村)全域

浜通りのポテンシャルを活かした産
業の集積

○環境・リサイクル分野の実用化開発や企業立地
等を推進。

○イノベ実用化開発補助金、自立・帰還支援企業立地補助金等
により、浜通り地域への企業立地や先端的研究開発活動を支援
（詳細後掲）。

○（平成29年3月6日）楢
葉町において、エネルギー、環
境・リサイクル分野を対象とし
たマッチングイベント（ふくしま
未来ビジネス交流会）を開
催。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等

４

分
野

地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

情
報
発
信

双葉町 情報発信（アーカイブ）拠点 ○原子力災害の教訓等を継承等するための情報
発信拠点を整備する。

○平成29年3月にアーカイブ拠点施設基本構想を策定。
○平成29年12月整備事業の概要公表。
○平成30年度予算において、福島再生加速化交付金（828億

円）の内数として、設計費・建設費等を計上。
○平成32年度の運営開始を目指す。

富岡町 東京電力廃炉資料館 ○東京電力福島第一原子力発電所事故の事実
と廃炉事業の現状等を展示。 ○平成30年11月30日に開館。

浜通り等
(15市町
村)全域

福島イノベーション・コースト構想
に関する情報発信

○（一財）福島イノベーション・コースト構想推進
機構を設立し、構想に関する情報発信を行う。

○福島イノベーション・コースト構想の更なる推進に
向けた「福島イノベーション・コースト構想シンポジ
ウム」を開催する。

○平成29年7月25日に「（一財）福島イノベーション・コースト構
想推進機構」を設立。

○各展示会等においてブース出展し、福島イノベーション・コースト構
想の取組をＰＲ。現時点で、以下の展示会等でブース出展。
・京都スマートシティエキスポ2017(平成29年9月28日,29日)
・いわき大交流フェスタ2017(平成29年10月28日)
・REIFふくしま2017(平成29年11月8日,9日)
・ロボット・航空宇宙フェスタふくしま2017(平成29年11月22
日,23日)

○平成29年3月18日に、福島市において、シンポジウムを開催。平
成30年3月25日に第２回を開催。第３回は平成31年２月に
開催予定。

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



分
野

地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

エ
ネ
ル
ギ
ー

浪江町 水素によるエネルギー貯蔵・効率的
利用プロジェクト ○再エネ由来の水素を活用した実証事業の検討

【「福島新エネ社会構想」関連】
○福島新エネ社会構想（平成28年9月資源エネルギー庁とりまと

め）において、水素社会実現のモデル構築を進めていくことを決定。
○平成29年8月、浪江町で、福島新エネ社会構想における再生

可能エネルギーを利用した大規模水素エネルギーシステム開発の
実証を実施することが決定。

○「未利用エネルギーを活用した水素サプライチェーン構築実証事
業」等により支援。平成30年度予算において、89.3億円（内
数）を計上。

○平成30年7月、福島水素エネルギー研究フィールド(FH2R)の建
設開始。

○平成30年2月、福島県
水素利用シンポジウム
2018 inなみえを開催。

新地町

スマートコミュニティ構築事業

○相馬LNG基地から延びる天然ガスパイプラインを利
用し、新地駅周辺で電気、熱の供給を面的に行うこ
とを中心としたエネルギーシステムを構築。

【「福島新エネ社会構想」関連】
○新地町、楢葉町、浪江町、葛尾村がマスタープランを策定。順次、

構築事業へ移行中。
○平成23年度補正（基金）において、80.6億円を計上。
○平成30年3月に相馬市は構築が完了し、4月より事業を開始。

楢葉町 ○町の復興の要となるコンパクトタウンを核とした太陽
光・蓄電池活用型エネルギーシステムの構築。

相馬市 ○太陽光発電から再エネ水素を製造、災害時等に市
庁舎や病院等の電力を燃料電池により供給。

浪江町
○道の駅・町役場を中心に再エネやEVの蓄電池活用、

水素エネルギー利用により地域コミュニティの再構築を
目指すふるさと再生型スマコミ。

葛尾村 ○村中心部における公共施設を中心として、村内の再
エネを地産地消するマイクログリッドの構築

阿武隈
山地、
沿岸部

（陸上風力）
風力発電拠点形成プロジェクト

○阿武隈山地や福島県沿岸部における風力発電や、
避難指示解除区域等における太陽光発電等の再
生可能エネルギー発電設備の導入支援及び当該設
備に付帯する蓄電池・送電線の導入を支援するとと
もに、福島県内の新エネルギー関連技術について、
事業化・実用化のための実証研究を支援

【「福島新エネ社会構想」関連】
○「福島県における再生可能エネルギーの導入促進のための支援

事業費補助金」により支援。平成30年度予算において、75億円
を計上。

○県においては、阿武隈地域と沿岸部を対象に風況調査や環境ア
セスメント調査（配慮書）を広域的に実施中。

○導入支援事業（共用送電線）で、福島送電合同会社を送電
線整備事業者に採択、平成30年２月より、敷設工事着手。

○導入支援事業（発電設備等）で、発電事業者に対する支援を
実施。平成30年7月までに15事業（発電出力合計
418MW）を採択。

○平成30年3月、東京大学先端科学技術センターといわき市で、
風力関連産業クラスターの形成の連携協定を締結。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等①

５

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



分
野

地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

エ
ネ
ル
ギ
ー

広野・
楢葉沖

（洋上風力）
風力発電拠点形成プロジェクト

○世界初となる複数基による浮体式洋上風力発電所
の本格的な実証を行うことにより、安全性・信頼性・
経済性を明らかにする。

【「福島新エネ社会構想」関連】
○「福島沖での浮体式洋上風力発電システムの実証研究事業委

託費」（平成28年度から平成30年度までの３年間の事業）に
より支援。

○平成29年度からは全ての実証機で検証中。
平成30年度予算において、21億円を計上。

南相馬
市等 バイオマスプロジェクト

○国産バイオ燃料生産手段の一つとして期待される福
島県の土着藻類を用いたバイオ燃料生産について、
その実用化に向けて火力発電所等由来のＣＯ2や
熱、下水処理場等由来の下水を用いて経済性やエ
ネルギー収支を向上させる実証事業を行う。

○地域循環型メタン発酵ガス発電システムの普及

【「福島新エネ社会構想」関連】
○平成27年8月、藻類バイオマス生産開発拠点が南相馬市原町

区に完成。バイオマス燃料生産実証事業を継続中。
○「微細藻類を活用したバイオ燃料生産のための実証事業費補助

金」（平成28年度から平成30年度までの３年間の事業）によ
り支援。平成30年度予算において、2.7億円を計上。

○平成30年度県予算（地域参入型再エネ導入支援事業）にお
いて、事業可能性調査、設備導入を支援。

未定 小水力発電導入拡大プロジェク
ト

○県有ダム、上下水道、農業水利施設等を活用した
小水力発電導入促進

○平成29年度県予算（地域参入型再エネ導入支援事業）にお
いて、事業可能性調査、設備導入を支援。

南相馬市、
楢葉町、
富岡町、
浪江町、
大熊町

避難地域・再生可能エネルギー
復興支援プロジェクト

○平成27年7月に、県において、「福島県再生可能エ
ネルギー復興推進協議会」を設立。再エネ復興支援
事業補助金により、これまで南相馬市、楢葉町、富
岡町、浪江町、大熊町の事業者を支援。

【「福島新エネ社会構想」関連】
○平成26年度補正予算「再生可能エネルギーの接続保留への緊

急対応」の内数92億円（基金）により、福島県において、福島
県再エネ復興支援事業補助金を創設し、発電事業者に対し支
援。平成30年10月までに9事業、発電出力合計126MWが運
転開始。平成30年10月～12月第６次公募を実施中。

広野町、
いわき市
勿来

高効率石炭火力発電
（IGCC）プロジェクト

○広野・いわき市勿来の両地点に約54万KWの世界
最新鋭の石炭ガス化複合発電（IGCC）プラントを
1基ずつ建設・運用。

（新・総合特別事業計画に基づき東京電力が整備）

○平成27年８月、東京電力など5社により、IGCCプロジェクトの推
進について基本合意書を締結

○平成28年10月20日、IGCCプロジェクトにおける発電所建設・
運営を実施する事業会社「勿来IGCCパワー合同会社」、「広野
IGCCパワー合同会社」を設立。

○平成29年4月、勿来ＩＧＣＣが着工。平成32年9月の運転
開始を目指す。

○平成30年４月、広野IGCC発電所着工。平成33年9月の運
転開始を目指す。

新地町 天然ガス（LNG）火力発電プロ
ジェクト

○59万kWのコンバインドサイクル方式発電設備2基で
構成される天然ガス(LNG)火力発電所整備プロジェ
クト。（石油資源開発㈱、三井物産㈱ほか３社出
資による福島ガス発電㈱が整備）

○福島ガス発電(株)を平成27年4月に設立。
○平成28年9月に環境アセス準備書を告示。
○平成29年2月27日に環境アセス準備書に対する経済産業大臣

の勧告が出された。
○平成29年7月環境アセスメント完了。10月発電所本体建設工

事着工。平成32年春の商業運転開始を目指す。
○平成30年3月にＬＮＧ基地操業開始。

浜通り等
(15市町
村)全域

浜通りのポテンシャルを活かした産
業の集積 ○エネルギー分野の実用化開発や企業立地等を推進。

○イノベ実用化開発補助金、自立・帰還支援企業立地補助金等
により、浜通り地域への企業立地や先端的研究開発活動を支援
（詳細後掲）。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等②

６

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



分
野

地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

農
林
水
産

南相馬
市、富岡
町、飯舘
村等

水稲の超省力・大規模生産の
推進

○ICTやロボット技術等を活用した新たな農
業モデルの構築
○ロボット技術の開発・導入

○100ha規模の大規模経営体の育成
南相馬市 ：全国に先駆けて低コスト稲作技術とICT等の革新技術の

フィールド実証を実施。
○法面用除草ロボットの開発実証

飯舘村 ：（国研）農業・食品産業技術総合研究機構が試作機を
開発。飯舘村において現地実証を実施。

○除染後農地の地力の見える化技術の開発実証
富岡町 ：京都大学を中心に試作機を開発中。今年度中に現地実証

を実施。
○高解像度衛星による水稲管理技術の開発実証

南相馬市 ：農業総合センターが調査ほ場を設置し、衛星画像との関係
性を調査実施。

○水田メガファーム現地検討
会の開催（平成30年5月、
7月、11月）

○平成29年度までに実証開
発した中型ロボットトラクタが、
井関農機より平成30年度
中に市販予定。

○除草ロボット現地実証見
学会を飯舘村等で開催

（平成28年10月、29年10
月、30年8月）

○除染後農地の地力の見え
る化技術の現地見学会を
富岡町で開催（平成30
年11月）

南相馬
市、広野
町、いわ
き市等

畑作物の大規模生産による新
たな土地利用型農業モデル構
築

○土地利用型園芸品目の生産性の高いビジ
ネスモデル農業の確立
○ロボット技術の開発・導入

○新たな土地利用型農業モデルの構築
南相馬市他 ：イノベーション・プロジェクトの成果を活用し、業務加工用野

菜の機械化体系の実証を実施。
○ブロッコリー収穫ロボットの開発実証

南相馬市 ：マイコム㈱が試作機を開発。今年度中に現地実証を実施。
○水田除草ロボットの開発実証

会津大学がGPS搭載型試作機を開発。現地実証を実施。

○平成29年度までに実証開
発した農業用アシストスーツ
が、㈱イノフィスより販売。

○土地利用型大規模園芸
の現地検討会（ほ場視察、
収穫機械等実現）の開催
（平成30年11月）

いわき市、
大熊町、
南相馬
市、川内
村等

環境制御型施設園芸モデルの
構築

○先端技術を活用した園芸施設の導入
○植物工場の導入

○園芸施設、植物工場等の導入（強い農業づくり交付金、東日本大震災
復興交付金、福島再生加速化交付金の活用）
いわき市 ：平成28年度に低コスト耐候性ハウス（トマト、16,896㎡）

が竣工。年間600ｔの収穫を目標にトマト生産中。
大熊町 ：太陽光利用型植物工場（イチゴ、20,000㎡）は、平成

29年度に栽培施設着工、平成31年度に栽培開始予定。
南相馬市 ：平成28年度に大型園芸施設（トマト、小ネギ等24,388     

㎡）が竣工。
川内村 ：環境制御型植物工場が平成25年度より稼働中。

飯舘村、
葛尾村、
川俣町
等

花き等への品目転換促進と
「見せる農業」としての花きの振
興

○食用以外への作物の転換
○「見せる農業」として、花き等の新たな振興
のモデルを構築

○環境制御型花き園芸施設整備（福島再生加速化交付金等の活用）
飯舘村 ：カスミソウ（2,292㎡）、トルコギキョウ（1,404㎡）の栽培

ハウス施設整備は平成29年1月竣工（17棟）。
鉢花等の栽培ハウス施設整備は平成29年7月竣工。

葛尾村 ：胡蝶蘭栽培施設が平成29年8月に着工、12月に竣工。
平成30年7月に初出荷。

川俣町 ：アンスリウム栽培施設は平成30年９月に竣工（９棟）。
（オール近大プロジェクトの一環）。

○「いいたて村の道の駅までい
館」が平成29年8月12日に
オープンし、隣接する花卉栽
培施設の花を販売。

飯舘村 ICTを活用した大規模繁殖農
場共同経営モデルの構築

○家畜個体一元管理システムの開発・導入
○ICT、ロボット技術等の導入モデル農場の
構築

○家畜の個体一元管理システム技術の開発実証
平成28年度からICタグやクラウド型ネットワークシステムを活用した個体管
理システムを開発。平成30年度に飯舘村で現地実証を実施。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等

７

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



分
野

地域 プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

農
林
水
産

南相馬
市他

県産材の需要創出と生産基
盤の整備等による産業の集積

○林業専用道等の路網整備による森林整備と県産材
利用の促進

○航空レーザ計測の実施
高精度の森林情報による各市町村の路網整備計画の策定の
支援。

浜通り等
(15市町
村)全域

○CLT等新技術の導入
○木質バイオマス利用施設の導入
○林業用ロボットの開発・導入

○集成材製造施設の整備
浪江町 ：平成31年度中の稼働を目指し施設を整備。

○木質バイオマス利用施設の導入
南相馬市：平成29年度までにメタン発酵による木質バイオマス

活用の実証調査を実施。
○林業用ロボットの開発実証

南相馬市：（国研）森林研究・整備機構が試作機を開発。
鹿島区において現地実証を実施。

○（平成28年11月29日、
12月19日）ＣＬＴ建築
物（郡山ヘアメイクカレッ
ジ）構造見学会、（平成
29年3月29日）完成見
学会

相馬市、
いわき市、
福島県
海域

水産研究の拠点整備による新
たな水産業の確立

○水産業の復興・再生に資する研究を行う施設等整備
○新たな水産業の確立に向けた技術開発・実用化の促

進

○水産研究拠点の整備
相馬市 ：水産資源研究所が平成30年6月に、一部供用開

始。
いわき市 ：水産海洋研究センターを4月に着工。平成31年度

供用開始予定。
○技術開発・実用化の促進
県海域 ：収益性の高い漁業の実現に向け、ICTを活用した

操業支援技術を開発中。
いわき市他：水産加工品の高付加価値化や低コスト化に関す

る研究実証中。
相馬市他 ：高鮮度高品質化技術の開発ため、船上冷海水

装置試験や輸送試験を実施。

○ICTを活用した操業支援
技術、水産加工品の高付
加価値化・低コスト化技術
等の開発の取組を「ふくしま
おさかなフェスティバル」で紹
介（平成30年９月、10
月）

浜通り等
(15市町
村)全域

民間企業等の参入促進 ○農業者の組織化や新たな担い手としての民間企業・
農業法人等の参入促進

○浜通り地域等における農業参入支援
（一財）福島イノベーション・コースト構想推進機構は、民間企

業等の農業参入を促進するための調査、情報発信を実施。

浜通り等
(15市町
村)全域

先端技術情報等の発信等によ
る技術に普及

○先端技術情報等を発信するイベント、セミナー等の開
催

○体験型展示会の開催
（一財）福島イノベーション・コースト構想推進機構と連携し、農

林水産分野の先端技術の紹介と体験型展示会を開催。

○平成30年9月に川内村で
林業に関する展示会開催
し、200名の参加。

○12月にＪヴィレッジで農業
に関する展示会開催。

福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等

８

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



福島イノベ－ション・コースト構想 各プロジェクトの進捗状況等
分野

地域（機
関）

プロジェクト名 事業概要 進捗状況 イベント等特記事項

教
育
・
人
材
育
成

高
等
教
育
等

福島高専
（いわき市）

イノベ構想への対応学科再編 福島イノベーション・コースト構想を推進していく技術者の育
成を行うため、工学系４学科を改組(名称変更)する。

新教育課程に基づいた授業を行う等、改組計画を
実行。

廃止措置研究・人材育成等強化
プログラム「廃炉に関する基盤研究
を通じた創造的人材育成プログラ
ム－高専間ネットワークを活用した
福島からの学際的なチャレンジ－」

全国の高専（廃止措置人材育成高専等連携協議会・会
長校）のハブとなり、JAEAの各拠点の利用等により、原子
力発電所の廃炉に向けた基盤研究及び人材育成並びに地
域貢献を行う。

廃炉創造学修プログラムを策定し、実施（廃炉関連
科目、複合型インターンシップ、海外サマースクール）。
炉内遠隔操作機器、遠隔操作法基盤技術、廃棄
物の処理処分、炉内生成物推定、社会科学的アプ
ローチに関する基盤研究を実施。

平成30年12月15日に楢葉遠隔
技術開発センターにて「第3回廃炉
創造ロボコン」を開催予定。平成31
年2月23日に福島高専において、
平成30年度成果報告会を開催予
定。

地域の環境回復
原子力規制人材育成事業「地域
の環境回復と環境安全に貢献でき
る原子力規制人材の育成」

本校立地上の特徴を踏まえて、地域の環境回復に貢献す
るとともに放射能モリタリングや放射性廃棄物の処理技術の
修得により、放射線利用における安全性に配慮できる人材
を育成する。

平成30年度原子力規制庁・原子力規制人材育成
事業（地域の環境回復と環境安全に貢献できる原
子力規制人材育成）として、①原子力規制に関す
る授業、②複合型インターンシップ、③COOP教育に
よるPBL型の学生研究等を継続して実施。

平成31年1月10日に福島高
専において、フォーラムを開催予
定。

”Ｋｏｓｅｎ(高専)4.0”イニシア
ティブ「福島イノベーション・コースト
構想を支える人材育成プログラム」

福島イノベーション・コースト構想の中でも再生可能エネル
ギーや次世代エネルギー技術の積極導入、先端技術を活
用した農林水産業の再生、インフラ整備を支える人材を育
成することによって地域に貢献する。

①エナジーハーベスティング&バッテリー研究開発推進
による次世代人材育成、②アグリイノベーション創出
人材育成、③建設技術の高度化に貢献できるi-
CON人材育成を実施。

平成30年3月6日にフォーラム
（中間報告会）を開催。平成
31年3月にフォーラム（最終報
告会）を開催予定。

県立テクノ
アカデミー
浜（南相馬
市）

イノベーション・コースト構想に対応
した職業訓練

イノベーション・コースト構想におけるエネルギーやロボット関連
産業において、地元企業が参入・対応していくために必要と
考えられる基盤技術を身につけた人材を育成する。

関連産業に対応した訓練カリキュラムの見直しや実習
機器の整備により、指導内容の充実を図り、職業訓
練を実施。

高
等
学
校

小高産業
技術高校

小高産業技術高等学校における
プロフェッショナル人材育成

福島イノベーション・コースト構想を担うプロフェッショナル人材
育成に向け、工業科・商業科連携による「産業革新科」を
設置し、大学や企業との連携によるロボット工学や情報技術
等に関する教育を行う。

平成29年4月開校。文部科学省から「スーパー・プロ
フェッショナル・ハイスクール」の指定（H29-H31）を
受け、先端技術等に関する実践的な教育を実施。

平成30年11月に秋篠宮殿下
が訪問。

ふたば未
来学園高
校

未来創造型教育
地域や社会の変革者たる人材育成のために、アクティブ・ラー
ニングを教育活動全体で展開し、主体性、協働性、創造性
を育む。

平成27年4月に開校し、同年度～31年度までスー
パーグローバルハイスクールの指定を受け、グローバル
リーダー育成のための質の高いカリキュラム開発に取り
組んでいる。
平成31年4月に併設中学校開校予定。

浜通り等
（１５市町
村）全域

ふくしまイノベーション人材育成事業
福島イノベーション・コースト構想を担うトップリーダー等の幅広
い人材を育成するため、浜通り等の普通高校・工業高校・
農業高校８校において特色ある教育プログラムを実施する。

平成29年度に開発した教育プログラムを基に、平成
30年度より実施。平成31年度からは水産高校１校
を追加。

小
・
中
学
校

原子力被
災12市町
村

教育復興推進事業 地域の復興再生や福島イノベーション・コースト構想を担う人
材を育成するため、特色ある教育の実現を支援する。

双葉地域８町村が連携したふるさと創造学等、双葉
郡教育復興ビジョンによる取組の支援、原子力被災
12市町村の小・中学校の魅力づくり支援等を実施。

平成30年8月6日に、教育復興に
向けた魅力ある学校作りシンポジウ
ムを開催。平成30年10月29日に、
少人数教育に対応した教授法に関
する教員研修を実施。平成30年
12月8日に双葉郡ふるさと創造学
サミットを開催予定。

浜通りを
中心とする
小･中学
校

義務教育におけるイノベーション人
材の裾野拡大

将来にわたり福島イノベーション・コースト構想を担う人材育
成を図るため、ロボット等の体験授業・コンテスト等を通じ、子
ども達が研究者等にあこがれを持つきっかけ作りを行う。

小中学校のスーパーサイエンススクールを指定し、事
業推進体制を整備した。12月15日～16日に先端
技術体験（JAXA、福島ロボットテストフィールド等）
の実施予定。

原子力被
災12市町
村

先進的な教育の推進に向けた
「ICT教育コーディネーター」モデル
事業

避難地域の小・中学校において実施しているICTを活用した
教育活動について、より効果的に実施し、教育の魅力化につ
なげるため、学校等に専門コーディネーターを派遣する。

平成29年度復興庁事業により、コーディネーターによ
る学校訪問等を実施。
平成30年度も事業実施中。

９

※赤字は第１回イノベ分科会（2017
年11月27日）からの進捗箇所。



実施大学 事業名 連携市町村 事業概要

東京大学 CENTER for Wind Energy（Phase-Ⅰ） いわき市
東京大学が培ってきた持続可能な再生可能エネルギー社会構築のための研究や人財育成の知見を活用し、
いわき市の活動に呼応した風力発電産業人財育成を実施する。具体的には、福島高専など高等教育機関
と連携した風力発電業界も交えた教育交流事業、復興に向けた未来社会会議などを実施する。

慶應義塾大学 ドローン人材育成から始まる地域産業の活性化～たむらモ
デルの高度化・普及事業～ 田村市

「空の積極的な利活用」を見据えながら、ドローンがあらゆる産業のインフラとなることを前提と捉え、「ドローン
人材の育成」、「ドローンを活かした産業振興」、「ドローンによる地域課題の解決」の達成を目指した取組を
実施する。

京都大学 浜通り人と森のイノベーション・コースト
田村市
富岡町
川内村

放射性セシウムの動態把握・対策、森林を中心とした生活時間パターンの把握と合理的被ばく管理手法の
構築、電子飛跡検出型コンプトンカメラによる森林中ホットスポット撮像などの課題を掲げ、放射線への不安
解消と森林資源の活用に貢献する研究を進める。

会津大学 浜通りロボット人材育成事業－RTF活用とWRS参加に向
けて－ 南相馬市

ロボット産業創生・発展に必要なロボット及びロボットに関連するICT技術を持った人材を育成する。
ワールドロボットサミット（ＷＲＳ）に向けて、浜通りチームの編成を目指し、浜通りの産学連携・ロボット技術
共有・実習の自主的推進の体制づくりを支援する。
人材育成を通じて、ロボットテストフィールド（RTF）を活用する産学連携の基盤を確立する。

東京大学 東京大学ドローン産業振興及び人材育成プロジェクト 南相馬市 ドローンを活用した子供たちの主体的なCreative Activityを展開し、これまでにない教育活動を実施する。
教育課程内での実施として、プロジェクト型（課題解決型）の学びを展開して実証する。

福島大学 福島県浜通り産米の「食と農の特性」の明確化と地域・食
育振興

南相馬市
広野町
楢葉町
富岡町
川内村
大熊町
双葉町
浪江町
葛尾村
飯舘村

震災・原発事故以降の福島県産米の価格、ブランド力、生産量の低下、除染水田における収量の不安定
さに加え、従来から指摘されている浜通り地域産米の低調な品質・食味を改善する。浜通り地域産米の安
全と安心を確認し市場や販売に資する情報を提供する。また、科学的成果を浜通りをはじめ県内の小・中・
高校等に提供し、米生産、品質・食味の重要性、食生活の基本的スタイルの確保の大切さなどを教授する。

近畿大学 “オール近大”川俣町復興支援プロジェクト 川俣町 除染研究・心身ケア・産業振興の分野で連携・協力を行ってきた川俣町を主として、近畿大学が有する
福島復興に資する「知」を活用し、各種の教育・研究活動を展開する。

福島工業高等
専門学校 広野町における未利用資源の発掘 みかんプロジェクト 広野町 福島高専と広野町が連携して活気ある地域づくりに取り組む。具体的には、①地域コミュニティの再生と活

性化、②町立小中学校で行なわれている地域および環境学習支援、③広野町オリジナル商品の開発を行う。

イノベ「復興知」補助金 平成30年度採択事業の概要 ①
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実施大学 事業名 連携市町村 事業概要

早稲田大学 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター事業 広野町
リサーチセンターを学術研究拠点として、地域住民と大学研究者との協働による調査研究を行い、多世代か
つ多様なアクターの参画による「ふくしま学（楽）会」という知識創造の場を形成し、福島復興の具体的な提
案づくりから実践まで行う体制を構築する社会イノベーションの創造に取り組む。

東京大学 楢葉町におけるイノベーション・コースト構想事業を推進する
ための教育研究事業 楢葉町

東京大学の有する多様な教育研究リソースを活用した教育研究事業を他大学等とも連携して実施する。
①イノベーション人材の裾野拡大を目指した教育プログラム事業、②イノベーション・コースト構想の実現に向け
た研究事業、③風評被害の払拭と農林水産業の復興のための事業などを実施する。

東京農工大学 営農再開地域における先進的なオーガニック作物生産技術
の開発 富岡町

東京農工大学が有する「復興知」を活用し、福島県浜通りの営農再開において、食用米、酒米品種、耕畜
連携が期待できる試料イネ品種などの科学的な知を活用した先進的な有機、特別栽培によるオーガニック作
物生産技術を開発する。

京都大学 県内外で避難生活を継続する大熊町町民の心の健康イノ
ベーション 大熊町 県内外で避難生活を送る大熊町町民の震災から7年の経年変化の中で、新たに生じた精神的健康課題の

解消に向け、実態調査と精神保健活動のイノベーションを大熊町と連携して行う。

東京工業大学 リスク・コミュニケーション工学を活用した復興学による浪江町
創成 Ⅰ ～イノベーション・コースト構想の実現に向けて～ 浪江町

浪江町と連携して、現地で他大学や研究機関と協働で知の集積を図るとともに、リスク・コミュニケーション工学
に、除染科学、ロボット計測工学を融合して「福島復興学」という新しい学問領域を実学として構築し大学院
生実習や小中学校ICT教育支援、理科・文化・ロボット教室支援などを通して人材育成を行う。

東京農業大学 福島県浪江町における農業”新興”に向けた取り組み～担
い手育成に向けて～ 浪江町

㈱舞台ファームとの連携のもと、本学が有する産学官連携のネットワークを最大限に活用したコンソーシアムを
形成し、浪江町の新興（復興ではなく新しい農業を興す）のコンセプトのもとで新規就農を含めた取組みを
大学の“復興知”を活かして実施していく。

弘前大学 浪江町をフィールドとした放射線研究・教育プログラム 浪江町
浪江町内をフィールドとして看護学及び放射線技術科学を専攻する学部生及び大学院生に対する新たな教
育プログラムを立ち上げる。さらに、帰還後の住民や町職員の生活環境の改善・回復及び健康管理を目的と
した調査研究、教育プログラムの開発・浪江町内での実践を行う。

東北大学 東北大学の復興知を活かす葛尾村の創造的復興 葛尾村
東北大学の学生や研究者のほか、東北復興農学センターが主催する復興農学講義等に参加する「復興農
学マイスター」が、①事前に震災復興や創造的復興のためのアイデアを検証し、②現地の地域社会に溶け込
み、③その上で大学の様々の知見を生かした課題解決策を実施（社会実装）する。

イノベ「復興知」補助金 平成30年度採択事業の概要 ②
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実施大学 事業名
連携市町

村
事業概要

日本大学 住民と学生の協働による「ロハスビレッジかつらお」復興まちづ
くり 葛尾村 本学が掲げる「ロハス工学」を住民と学生との協働により村内に実装することで、健全で持続可能なまちづくりを目

指すものである。①交流の場と社会インフラ、②グリーンインフラ、③ドローン技術の３つのプロジェクトで構成する。

東京大学 「環境エネルギーまちづくり」を通じた地域社会イノベーション 新地町
福島イノベーション・コースト構想に掲げられた「再生可能エネルギー等のエネルギー分野」に係るプロジェクトとして、
「環境エネルギーまちづくり」のモデル形成を、新地町を対象地域に、公・民・学連携の地域拠点「アーバンデザイン
センター新地」をプラットフォームとして実践する。

大阪大学 飯舘村環境放射線研修会 飯舘村 飯舘村において、大阪大学の学生を主な対象として環境放射線を題材とした総合教育を実施し、環境放射線
に関しての偏りのない知識を持った人材を育成する。

東京大学 飯舘村における農業再生と風評被害払拭のための教育研
究プログラム 飯舘村

これまでに蓄積されてきた大学知を教育研究活動に展開し、学生を飯舘村の現地に連れて行くことで学生に「現
場を見ることの重要性」を実感させると共に、教員とフィールド研究を行うことで大学の社会的価値と地域復興の
あり方を考えさせる機会を設ける。

イノベ「復興知」補助金 平成30年度採択事業の概要 ③
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ロボット分野
エネルギー分野
環境・リサイクル分野
農林水産業分野
医療機器等分野
環境回復等分野

実用化開発プロジェクトの概要

：平成３０年度からの新規案件
：平成２９年度からの継続案件
：平成２８年度からの継続案件
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【楢葉町】3件
新たな医療用画像診断装置の実用化開発 福島ＳiＣ応用技研(株)

【相馬市】 ６件
再生可能エネルギーを活用した乾燥処理システムのエントリモデル実用化開発 (株)ＩＨＩ
発電用燃料としての建設廃棄物からの高品質RPF(廃プラスチック固形化燃料)製造技術の開発 (株)タケエイ

【いわき市】25件
大型風力発電プロジェクト向け高強度・高耐久・太径タワー連携ボルト・アンカーボルトの実用化開発 (株)東北ネヂ
日産リーフ使用済みリチウムイオンバッテリーによる電源開発 日産自動車(株)
在宅メディケアシステム開発 コニカミノルタ(株),福島コンピューターシステム(株) 

【南相馬市】 28 件
配送業務の高度化に向けた無人機活用検証 日本郵便(株)
ドローンおよび無人地上車輌による害獣対策と物資輸送サポート技術の開発 (有)ワインデング福島,イームズロボティクス(株)
石炭灰リサイクル製品（再生砕石）製造技術の開発 福島エコクリート(株),(一財)石炭エネルギーセンター

【葛尾村】2件
中山間地域の農業振興のための新ICT「自然と共生した高付加価値営農モデル」の開発 東北大学大学院農学研究科東北復興
農学センター、(株)SJC、(株)NTTドコモ、トライポッドワークス(株)

【田村市】３件
ドローンによるアグリセンシングの研究開発 (株)糺の森,慶應義塾大学SFC研究所

【新地町】１件
地域エネルギーマネジメントシステムの設計と復興・まちづくり計画・評価システムの開発 (国研)国立環境研究所

【浪江町】４件
日産リーフ使用済みリチウムイオン電池を活用したバイパスシステム開発 フォーアールエナジー(株) 
UAVを使用したイノシシ等の生息状況観測技術の開発 (有)ヨシダ電子,フジ・インバック(株)

【富岡町】3件
ドローンによる地形・画像計測と放射線量測定による広域空間線量の取得手法の開発 (株)ふたば

【川内村】3件
耐候型屋内農場におけるキノコ類菌床栽培の収益改善 プランツラボラトリー(株) 

◎市町村毎の採択プロジェクト例（３０年度採択件数:83件(うち継続案件は48件)）

【飯舘村】１件
安全な農畜産物生産を支援するICT営農管理システムの開発 東京大学大学院農学生命科学研究科

【広野町】3件
ＵＡＶを利用した災害時即時情報収集 (株)大和田測量設計

【川俣町】１件
毎日着用可能なウェア型IoT機器およびオンライン診療システムによる健康モニタリングサービスの開発 ミツフジ(株)

¥
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分野 実証地域 プロジェクト名 実施事業者 事業概要

ロボット いわき市 高齢者向け動態管理システム開発 アルパイン(株)【いわき市】
高齢者の生活動向把握のために電動カート動態管理システムを開発する。取
得データ分析により自治体施策の効果向上などを実施する。また、電動カート自
体の安全性を高めるために障害物検知機能、緊急通報機能などの開発も行う。

ロボット
南相馬市 高高度隊列飛行による三次元メソスケール空間情報

収集ドローン型ロボットの開発
(株)ｅロボティクス福島【南相馬市】
(株)東日本計算センター【いわき市】

小型ドローン型ロボットを自律制御により高高度隊列飛行をさせてこれらのド
ローン型ロボットに搭載した各種計測装置により、メソスケール気象など従来
は容易に取得することが出来なかった三次元空間情報を収集する画期的な
システムの開発を行う。

ロボット 南相馬市 ドローンを活用したメンテナンスシステムの実用化開発 FPV Robotics(株)【南相馬市】 少子高齢化やインフラ老朽化という背景を踏まえ、ドローンを活用したメンテナ
ンスシステムの実用化を目指す。

ロボット 南相馬市 果樹のリモートセンシングによる自立型農業ロボットの実
用化開発

銀座農園(株)【南相馬市】
(株)ユニリタ【東京都】

高齢農家が多い福島県の果樹産業を支援するために、AIによる果樹農業
データプラットフォームを構築し、リモートセンシングによる車両系農業ロボット
（ドローン及びクローラ）及びマニピュレータ系農業ロボットの実用化開発を行
うことで、少人数でも大規模経営が実現できる果樹の農業ロボットソリューショ
ンを開発する。

ロボット 南相馬市 水上での離着水及び航行が可能な長距離運用無人
航空機システムの開発

(株)スペースエンターテインメントラボラトリー
【南相馬市】

河川や湖、湾内など安全な水上での離着水を行える固定翼型のドローンと、
その高い飛行性能（長距離、長時間、高速）を最大限に活かし運用が可
能な地上局をはじめとする無人航空機システムの開発を行う。

ロボット 南相馬市 配送業務の高度化に向けた無人機活用検証 日本郵便(株)【南相馬市】 無人機（ドローン、配送ロボット等）による郵便物の配送検証を行い、統合
配送管理を2020 年度までに確立する。

ロボット 南相馬市 アプリを使ったドローン配送 e コマースと空域管理の実
用化検証 楽天(株)【南相馬市】

浜通り地区でドローンを活用した物流システムを構築し新たなインフラとして確
立するため、また地域の人々に革新的な利便性を提供するため、ドローン配
送の実用化検証を実施する。

ロボット 南相馬市 ヒューマノイドの概念設計及びソフトウェア開発 (株)ロボジョンジャパン【南相馬市】
スマートスピーカー市場の著しい成長、アマゾン他IT企業各社による2019年
以降の一般家庭向けロボットの販売開始という背景を踏まえ、ヒューマノイドに
よる英語学習アプリを開発するとともに、ハードウェアの概念設計を目指す。

ロボット 南相馬市 マルチGNSSアンテナによる小型UAV搭載型レーザ三
次元計測システムの高精度化・製品化 Terra Drone(株)【南相馬市】

UAVレーザシステムに従来必須であったIMU/GNSSセンサの機能をGNSS
のみの特殊な測位によって代替することで1/10のコストで生産可能とする。現
状課題のレーザ測距精度を向上し、研究レベルから実用における使用面等
を昇華し製品化を目指す。

イノベ実用化補助金 平成３０年度 新規採択プロジェクトの概要 ①
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ロボット 広野町 UAV レーザー計測を活用した自動飛行によるUAV 放
射線量自動測定システムの開発 (株)大和田測量設計【広野町】

UAV に搭載したレーザースキャナによる地表面情報をもとに、障害物を回避
した飛行経路を自動生成し、放射線測定装置を搭載した UAV を自動飛
行させる仕組みを開発する。さらに、UAV に搭載する放射線測定装置と、そ
の実測値を地表 1m における放射線量率に換算するアルゴリズムを東京大
学と共同で研究・開発することにより、広域的な放射線モニタリングを効率化
する技術開発を行う。



イノベ実用化補助金 平成３０年度 新規採択プロジェクトの概要 ②
分野 実証地域 プロジェクト名 実施事業者 事業概要

エネルギー いわき市 大型風力発電プロジェクト向け高強度・高耐久、太径
タワー連結ボルト、アンカーボルトの実用化開発 東北ネヂ製造(株)【いわき市】

福島県阿武隈山系における風力発電構想の大型風力発電関連事業へ参入
し、地域企業からの安定したボルトの供給を行うため、太径、高強度・高耐久性
の連結ボルト、アンカーボルトの実用化開発を行う。

エネルギー 楢葉町 耕×畜×エネルギー連携による持続的循環型もうかる
農業の創出 (株)ナラハアグリ【楢葉町】

事業全体では、エネルギー農業を核とする「耕」と受精卵移植を核とする黒毛和
牛繁 殖事業「畜」を組合わせた高収益率である 農業の実用化・事業化を目的
とする。その第一段階として、当該事業では植物の乳酸発酵物を材料とする新
しいエネルギーシステムに関する研究開発を行う。

エネルギー 新地町 汎用型地域エネルギーマネジメントシステムの設計と復
興・まちづくり計画・評価システムの開発 (国研)国立環境研究所【新地町】

国立環境研究所が、新地町及びスマートコミュニティ事業体及び関係企業と連
携し、地域エネルギー事業を中核とする新たな復興・まちづくりを実現するための
汎用型の計画・評価システムを開発する。新地町を先導的モデル地区とし、実
際の運用を通じて検証を進め、他の自治体へ展開するプロセスモデルを開発する。

農林水産 いわき市 ヒノキ・スギ大径JAS製材を用いた有開口耐力フレームの
開発 (株)ダイテック【いわき市】

戦後植林された人工林が伐採期を迎え、増加した大丸太（30ｃｍ以上）の資
材の有効利用につながるため、ヒノキ・スギ大径JAS製材を用いた有開口耐力フ
レームの実用化開発を目指す。

農林水産 南相馬市 デジタルアグリによる大規模水稲生産の効率化 (株)神明【兵庫県】
イームズロボティクス(株)【南相馬市】

圃場等のデータを統合し営農での意思決定を支援するデジタル情報基盤とドロー
ンによる農薬や肥料の局所散布、営農経験の少ない生産者向けノウハウ共有支
援、及びG-GAP認証取得が可能な業務標準化支援をセットにした課金式サービ
スを構築する。

農林水産 南相馬市 加水分解技術による農林水産物の加工・研究及び6次
産業化商品開発 (株)トレードマーク【南相馬市】

様々な要因で衰退する南相馬市の農林水産業の実態から、省スペース・省コス
ト・時間短縮で6次産業化産品が加工できる機械設備の実用化を目指す。また、
開発された商品が即販売につながる仕組みも併せて構築する。

農林水産 南相馬市
農漁融合型産業推進を目指す、陸上養殖における熱利
用および水質管理技術AquaNova（日本語名「アクア
の場」）の開発

(株)馬渕工業所【宮城県】
福相建設(株) 【南相馬市】

陸上養殖において事業性確保の最重要課題である、施設及び運用維持管理コ
ストの低減技術開発の推進を目標に、自然エネルギーを中心とした熱利用の研究
開発及び微生物ろ過による水質維持コストの低減を検証する。29年度採択の
「AgriNova]と技術併用した農漁融合型施設による実用化を目指す。

１５

エネルギー 楢葉町 FUKUSHIMA産マルチメーカー対応型太陽光発電・
蓄電システムの開発・事業化 アンフィニ(株)【楢葉町】

今後売電価格が下がり、ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの普及が進み、太陽光で
発電した電気を自家消費する時代になる。マルチメーカーに対応が可能でかつ低
コストの太陽光発電・蓄電システムを開発し、事業化を目指す。

環境・
リサイクル 相馬市 再生可能エネルギーを活用した乾燥処理システムのエ

ントリモデル実用化開発 (株)IHI【相馬市】
相馬市の復興と発展を推進すべく、再生可能エネルギーを活用した乾燥処理シ
ステムのエントリモデルを開発し、初心者が使いやすい機器のパッケージ化により当
該課題の解決を加速させる普及機の実証開発を行う。

環境・
リサイクル 南相馬市 県内発生製紙会社石炭灰の有効活用 福島エコクリート(株)【南相馬市】 製紙会社等の発電設備から発生する石炭混焼灰の特性を調査し、混焼灰を

原料としたリサイクル製品の製造に必要な技術開発を行う。

環境・
リサイクル 川内村 環境配慮型革新的アルミニウム超精密成形技術の開

発 (株)菊池製作所【川内村】
スマートフォン等の携帯用電子機器の筐体等の精密金属製品を、従来の切削
加工とは全く異なる、エネルギー消費量 1/100 以下、成形時間 1/60 とする
革新的な低環境負荷で量産可能なホットチャンバー精密鋳造技術を開発する。

環境・
リサイクル 浪江町 再生バッテリーを利用した安価な太陽光蓄発電システ

ムおよび遠隔診断再生装置の開発事業
福島グリーンファームイノベーション(同)【浪
江町】

再生鉛バッテリーとソーラーパネルにより、安価な省電力システムと遠隔監視シス
テムを構築する。

環境・
リサイクル 浪江町

日産リーフ使用済みリチウムイオン電池を活用したバイパ
スシステム開発

フォーアールエナジー(株)【浪江町】
日産リーフの使用済みリチウムイオン電池の性能は個体毎にばらつきが大きいが、
本事業で開発するバイパスシステムにより無駄なく組み合わせることが可能になる。
組み合わせた電池を家庭用及び産業用の蓄電システムとして実用化を行う。



イノベ実用化補助金 平成３０年度 新規採択プロジェクトの概要 ③

分野 実証地域 プロジェクト名 実施事業者 事業概要

医療機器 いわき市 脳疾患治療用ステントの開発及び実用化の検証 (株)アイアールメディカル工房【郡山市】、
(株)シンテック【いわき市】

連携企業が脳疾患治療用ステントの革新的開発試作開発という背景を踏まえ自
社独自の極細線高度ワイヤー技術とめっき処理技術とのマッチングによりフローダイ
バーターステントの実用化開発と地域イノベーション医療機器事業の拡大を目指す。

医療機器 いわき市 病理診断業務用スライドプリンタ、包埋カセットプリンタの
次世代機開発 (有)品川通信計装サービス【いわき市】

病理医療業務にて使用されるスライド、包埋カセットへ検体識別の為のデータを印
刷する装置の次世代機を実用化する。スライドプリンタ及び包埋カセットをラインナッ
プし、小型で且つ安定印刷が可能な製品を国内だけでなく海外へ販路を拡大する。

医療機器 いわき市 遺伝子多型に基づいた骨粗鬆症のテーラーメイド診療事
業の研究開発

公益財団法人ときわ会【いわき市】
(株)ジーンクエスト【東京都】

骨粗鬆症治療に関する遺伝子多型診療についての研究および事業開発を行うこ
とで、骨粗鬆症患者の個々人に最適なテーラーメイド治療法を提供できる仕組み
を社会実装する。

医療機器 いわき市 医師不足地域に対応した、医療データの活用による予防
型医療プラットフォームの開発および実証事業 (株)ミナケア【いわき市】

医療データの活用と保険者・医師会・その他の担い手の連携によって、健康合理
性・経済合理性の高いヘルスケアサービスを提供。予防可能な病気を防ぎ、住民
が長く健康で暮らせる福島県を実現する。

医療機器 いわき市 新ゲノム改変技術による疾患モデル細胞・動物の実用化
開発

(学)いわき明星大学【いわき市】
(株)セツロテック【徳島県】

浜通り地区の研究拠点である(学)いわき明星大学と、高効率かつ新規ゲノム改
変技術を有する(株)セツロテック社が共同で、創薬のための新たな疾患モデル細
胞・動物の作成と実用化を目指す。

医療機器 相馬市 医療・創薬用SPECT 装置を革新する超高解像度セン
サヘッドの実用化開発

(株)スター精機【相馬市】
(株)セツロテック【徳島県】
(株)EXA【宮城県】

(株)スター精機社が有する①超難加工タングステンコリメータの精密穴あけ加工技
術、(株)C&A 社が有する②高性能Ce:CAGG シンチレータとその結晶製造技術、
(株)EXA 社が有する③Ir ルツボを用いない、革新的低コスト結晶製造装置といっ
た要素技術を垂直統合することで、医療・創薬用SPECT 装置を革新する超高
解像度センサヘッドを実用化開発する。

医療機器 南相馬市 個別ユーザの認知的特性診断に基づく対話を通じた介
護支援コミュニケーションロボットの開発 富士コンピュータ(株)【南相馬市】

人の心理的側面に踏み込んだ知的交流としてのコミュニケーション機能を備える寄
り添い(介護)ロボットを開発する。会話にはAI技術を活用し、介護対象者の個性
や心理状態などを捉えた自然なコミュニケーションを通じ、介護を必要とする高齢者
の自立を支援する寄り添いロボットの事業化を行う。

医療機器 川俣町 毎日着用可能なウェア型IoT機器およびオンライン診療
システムによる健康モニタリングサービスの開発 ミツフジ(株)【川俣町】

高齢者を含む住民向けの健康や安全な生活を見守るために、ミツフジの導電性銀
メッキ繊維を使用した電極付シャツ、リモートで生活やからだの状態をモニタリング、
オンラインで医療機関に連携するシステムを開発し、トータル見守りサービスとして事
業を展開する。

医療機器 楢葉町 B-NET（Boron-Neutron Emission
Tomography） 診断装置の実用化開発 福島ＳｉＣ応用技研(株)【楢葉町】 従来のＰＥＴ診断装置に代わる、新たな医療用画像診断装置（Ｂ－ＮＥＴ

診断装置） の実用化に向けた開発を行う。

農林水産 富岡町 飼料作物転換による農地再生・エネルギー生産等複合
利用実用化に向けた開発

(株)エコロミ【富岡町】
飯舘電力(株)【飯舘村】

牛用飼料作物として栽培されているソルガムの緑肥利用、エネルギー利用等の複
合利用実用化による農地再生・農業再生を目的に、浜通り地区に適したソルガム
品種の探索・選定、農業機械の最適化によるソルガムの高収量栽培技術の開発
を行うとともに、国内で実例の無いソルガム単独のメタン発酵技術及び牛糞併用に
よるメタン発酵技術を開発する。

農林水産 川内村 耐候型屋内農場におけるキノコ類菌床栽培の収益改善 プランツラボラトリー(株)【田村市】
JPE第1号(株)【東京都】

寒冷地域において耐候型の低コスト屋内農場で最適な環境を再現し、通年で安
定的にキノコ類（しいたけやキクラゲ）を菌床栽培する。これに、G-GAP取得支援
メニューを組合せた生産者支援統合サービスを課金式で提供する事業を構築する。

農林水産 葛尾村 高機能性食品安定供給技術と、それによる高機能性特
産作物販売体系の確立

国立大学法人東北大学大学院農学研究
科東北復興農学センター【葛尾村】、共栄
【いわき市】、磐栄運送（株）【いわき市】、
磐栄アグリカルチャー（株）【いわき市】

健康志向、安全・安心な農作物への需要の高まりを受け、植物工場を用いて高
機能性・高付加価値で、浜通り地域に適した特産作物（コーヒー・バナナ・マン
ゴー・トマト）の栽培体系・販売スキームを確立する。

分野 実証地域 プロジェクト名 実施事業者 事業概要
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福島イノベーション・コースト構想における産業集積の状況①（産業団地整備）

自治体名 名称 用地面積 完成予定 募集区画／面積

いわき市 ①いわき四倉中核工業団地第1期区域
②いわき四倉中核工業団地第2期区域

33.6ha
17ha

整備済み
平成30年3月

なし
3区画（17ha）

相馬市 ③相馬中核工業団地西地区

④相馬中核工業団地東地区
⑤相馬南第二工業団地

68.5ha

284.7ha
5.5ha

整備済み

整備済み
整備済み

募集停止中
※平成29年度内募集再開予定
なし
なし

田村市 ⑥田村市産業団地
⑦田村西部工業団地

12ha
64.1

平成31年度末
整備済み

6区画（8.6ha）
なし

南相馬市 ⑧信田沢工業団地
⑨南相馬市復興工業団地
⑩下太田工業団地

4.6ha
48.6ha
10.4ha

整備済み
平成30年度末
平成30年度
※一部、平成26年度整備済み

なし
区画数未定（12ha）
なし

川俣町 ⑪西部工業団地
⑫羽田産業団地
⑬飯坂工業団地
⑭中山工業団地
⑮山木屋工業団地

7.7ha
1.9ha
13ha
3.2ha
1ha

整備済み
整備済み
整備済み
整備済み
整備済み

２区画（5.3ha）
なし
なし
3区画（0.4㏊）
なし

広野町 ⑯広野工業団地
⑰広野駅東側産業団地

3.5ha
5ha

整備済み
整備済み

なし
3区画（0.9㏊）

楢葉町 ⑱竜田駅東側地域
⑲楢葉北産業団地
⑳楢葉南工業団地

未定
未定
15ha

未定
未定※一部平成30年度末完成予定
一部区画を残し、整備済み

1区画（0.4㏊）
なし
なし

富岡町 ㉑富岡産業団地
㉒富岡工業団地
㉓富岡第二工業団地

20ha
11ha
6.1ha

平成32年度末
随時着工※一部、整備済み
整備済み

未定
区画割は応相談（5.4ha）
なし

川内村 ㉔田ノ入工業団地 8.5ha 整備済み 6区画（7ha）

大熊町 ㉕大熊西工業団地 12.2ha 未定 未定

双葉町 ㉖双葉町中野地区復興産業拠点 49.6ha 平成32年度 区画割は応相談（34.4㏊）

浪江町 ㉗浪江町北産業団地
㉘浪江町南産業団地
㉙浪江町棚塩産業団地

4ha
22ha
11ha

平成30年度末
平成31年度末
平成32年度末

2区画（4㏊）を予定
10区画（22ha）を予定
2～3区画(11㏊)を予定

葛尾村 ㉚葛尾村産業団地 3.9ha 平成31年度末 区画数未定（3.0㏊）

新地町 ㉛新地南工業団地 8.3ha 平成30年3月 1区画（5.4ha）

○福島再生加速化交付金等を活用し、浜通り１５市町村の産業団地整備が進んでいる。

川俣町

⑪ ⑧

⑨
⑩

南相馬市

浪江町 ㉗ ㉘ ㉙
㉚

田村市

⑥

㉖
双葉町

㉚
葛尾村

川内村
㉔

富岡町

㉑㉒

⑲
⑱

⑳

楢葉町

⑯
⑰

広野町

①②

相馬市
③ ④

⑤

⑦

⑫ ⑬
⑭

⑮

㉓

大熊町
㉕

飯舘村

新地町

㉛

＜産業団地図＞

※赤字の産業団地は、入居募集中。
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福島イノベーション・コースト構想における産業集積の状況②（企業立地）

○企業立地補助金を活用し、多くの企業が浜通り１５市町村に進出。

川俣町

⑪ ⑧

⑨
⑩

南相馬市

浪江町 ㉗ ㉘ ㉙
㉚

田村市

⑥

㉖
双葉町

㉚
葛尾村

川内村
㉔

富岡町

㉑㉒

⑲
⑱

⑳

楢葉町

⑯
⑰

広野町

①②

相馬市
③ ④

⑤

⑦

⑫ ⑬
⑭

⑮

㉓

大熊町
㉕

飯舘村

新地町

㉛

【田村市】２０件※以下は主な一例
⑦㈱トッキュウ（北海道、道路貨物運送業）
○㈲常葉製作所（田村市、生産用機械器具製造業）
⑦㈱デンソー福島（田村市、輸送用機械器具製造業）
○（株）ホップジャパン（福島市、飲料・たばこ・飼料製造業）
○ふくしま中央森林組合（田村市、木材・木製品製造業）

【川俣町】９件※以下は主な一例
⑬（株）日ピス福島製造所（川俣町、輸送用機械器具製造業）
○川俣精機（株）（川俣町、電気機械器具製造業）
○㈲杉田屋電建工業（川俣町、電気機械器具製造業）
⑪ミツフジ㈱（京都府、繊維工業）

【葛尾村】２件
㉚金泉ニット㈱（愛知県、繊維工業）
㉚福島パルムシー（株）（葛尾村、木材・木製品製造業）

【川内村】７件※以下は主な一例
○㈱菊池製作所（東京都、金属製品製造業）
○コドモエナジー㈱（大阪府、窯業土石製品製造業）
○ケミカル川内㈱、さつき㈱（川内村、窯業・土石製品製造業）
○㈱リセラ（岡山県、繊維工業）
○遠野興産（株）（いわき市、木材・木製品製造業）
○（株）農（千葉県、食料品製造業）

【いわき市】１２７件※以下は主な一例
①根本興産(株)（いわき市、セメント・同製品製造業）
①（株）成栄（いわき市、建設用・建築用金属製品製造業）
①（株）金子製作所（埼玉県、医療用機械器具製造業）
①大和電線工業（株）（東京都、非鉄金属製造業）
①（有）小野川製作所（いわき市、電子部品・デバイス・

電子回路製造業）
①会川鉄工（株）（いわき市、金属製品製造業）

【飯舘村】８件※以下は主な一例
○（株）菊池製作所（東京都、金属製品製造業）
○（有）斉藤製作所（飯舘村、生産用機械器具製造業）
○㈱ハヤシ製作所（飯舘村、金属製品製造業）

【新地町】５件※以下は主な一例
㉛（株）リード（神奈川県、生産用機械器具製造業）
○（有）ウルトラパーツ（新地町、輸送用機械器具製造業）
○株式会社新輝（新地町、宿泊業）

【相馬市】２４件※以下は主な一例
④相馬エネルギーサポート（株）（東京都、倉庫業）
④中村環境（株）（相馬市、プラスチック製品製造業）
③（株）IHI（東京都、輸送用機械器具製造業）
③コスモ精機（株）（東京都、輸送用機械器具製造業）

【浪江町】６件
○相双生コンクリート協同組合（楢葉町、窯業・土石製品製造業）
○フォーアールエナジー（株）（神奈川県、電気機械器具製造業）
○（株）フタバ・ライフサポート（広野町、宿泊業）
○LEシステム（株）（福岡県、電気機械器具製造業）
○フコク資材（株）（宮城県、道路貨物運送業）
○静光産業（株）（大阪府、化学工業）

【富岡町】９件※以下は主な一例
㉒㈱アトックス（東京都、倉庫業）
㉒㈱万象ホールディングス（東京都、窯業・土石製品製造業）
○㈱蓬人館（いわき市、宿泊業）
○㈱まく象、㈱ロコム（東京都、倉庫業）
○（株）ヒーローライフカンパニー（東京都、宿泊業）

【楢葉町】２０件※以下は主な一例
⑳住鉱ｴﾅｼﾞｰﾏﾃﾘｱﾙ㈱（東京都、無機化学工業製品製造業）
⑲アンフィニ㈱（大阪府、電気機械器具製造業）
⑲㈱エヌビーエス（東京都、窯業・土石製品製造業）
○㈱ファーストスプリング（いわき市、宿泊業）
○㈲ウインズトラベル（楢葉町、道路旅客運送業）
○豊田通商（株）（名古屋市、化学工業）

【広野町】２０件※以下は主な一例
⑯富士フィルムファインケミカルズ（株）（神奈川県、医薬品製造業）
○株式会社大和田測量設計（広野町、情報サービス業）
⑯㈱レイス（東京都、化学工業）
○㈱メイコー（神奈川県、電子部品製造業）
○ひろのプログレス(合)（東京都、宿泊業）
○常磐共同ガス（株）（名古屋市、化学工業）

【南相馬市】６０件※以下は主な一例
○三和化学工業（株）（東京都、無機化学工業製品製造業）
⑧（株）原町エンジニアリング（南相馬市、電気機械器具製造業）
⑩（有）ワインデング福島（南相馬市、電気機械器具製造業）
○東北アクセス（株）（南相馬市、道路旅客運送業）

＜産業団地図＞

※１．地図は、前ページの産業団地図を活用。
※２．企業名前の番号は、上記産業団地番号に対応。番号が付されている企業は当該団地内に入居。番号がない企業については、産業団地外に入居企業。 １８
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完 成：１１工区/２９工区

工事中：１５工区/２９工区

※その他の箇所は、調査・

測量・設計、用地交渉を

推進中。（Ｈ30.11月末時点）

ふくしま復興再生道路

（８路線）〈全２９工区〉

１国道114号 ５県道原町川俣線

２国道288号 ６県道小野富岡線

３国道349号 ７県道吉間田滝根線

４国道399号 ８小名浜道路

交通インフラの整備状況①

○ 避難解除等区域やその周辺の広域的な物流や地域医療、産業再生、福島イノベーション・コースト構想
などを支えるふくしま復興再生道路等の幹線道路についても、平成３０年代前半までの完成を目指し、整
備を実施。

イノベーション・コースト構想を支援する道路整備ふくしま復興再生道路

凡例

イノベーション
コースト構想を
支援する道路 １９



広域インフラの復旧状況
○常磐自動車道では、いわき中央IC～岩沼ICの４車線化事業等が進展。いわき中央IC～広野ICの４車線

化及びICの追加（（仮称）双葉、大熊）について事業着手。
○相馬福島道路は、H28年度に相馬山上IC～相馬玉野IC （10.5km）が供用開始。H29年度には相馬

玉野IC～霊山IC間のL=17.0kmが開通。

広野ＩＣ～いわき中央ＩＣ
４車線化 約27km
平成28年6月6日整備計画変更

山元ＩＣ～広野ＩＣ
付加車線設置 ６箇所
（計13.5km）
平成28年9月15日設置箇所公表

※４車線化及び付加車線設置について、復興・創生期間内の概ね５年での完成を目指す。

南相馬鹿島ＳＡ

大熊ＩＣ：平成30年度供用予定
（仮）双葉ＩＣ：平成31年度供用予定
平成27年6月12日連結許可

交通インフラの整備状況②

常磐自動車道 相馬福島道路

霊山IC

霊山飯舘IC

相馬玉野IC 相馬山上IC
相馬IC

福島飯坂IC

福島JCT

福島大笹生IC

相馬福島道路 延長約45km

（仮）福島北JCT

（仮）国道4号IC

（仮）福島保原線IC

2km 7.4km

延長12.2km 延長12.0km 延長5.0km 延長10.5km 延長6.0km

H32開通予定 H32開通予定

H29開通 H29開通 H31開通予定H28開通

H25事業化 H20事業化 H23事業化 H16事業化 H23事業化

福島西IC

福島松川SIC

二本松IC

新地IC

南相馬鹿島SIC

南相馬ICH30.11時点

亘理ＩＣ

岩沼ＩＣ
山元ＩＣ～岩沼ＩＣ
４車線化 約1４km
平成28年6月6日整備計画変更

２０

ならはSIC



広域インフラの復旧状況
○平成30年4月より「富岡～川内」間が運行を開始し、６路線の広域バスが運行中。
○ＪＲ常磐線は、浪江～富岡駅間以外運転再開済。平成31年度末までの全線開通を目指す。

交通インフラの整備状況③

広域路線バスの運行見通し

平成29年4月 バス運行路線

① いわき～富岡線 （新常磐交通）
② 船引～葛尾線 （福島交通）
③ 船引～川内線 （福島交通）

④ 川内～小野新町経由上三坂車庫線 （新常磐交通）
⑤ 南相馬～医大経由福島線 （福島交通）
⑥ 富岡～川内方面 :平成30年4月運行開始（新常磐交通）

平成29年10月 バス運行路線

平成30年4月 バス運行路線

ＪＲ常磐線の開通等の見通し

竜田～広野駅間
平成２６年６月１日に
運転再開済

原ノ町～小高駅間
平成２８年７月１２日に
運転再開済

小高～浪江駅間
平成２９年４月１日に
運転再開済

浪江～富岡駅間
平成３１年度末までの
開通を目指す

富岡～竜田駅間
平成２９年１０月２１日に
運転再開済

広野町

楢葉町

南相馬市

大熊町

富岡町

双葉町

浪江町

磐城太田駅

大野駅

夜ノ森駅

原ノ町駅

広野駅

双葉駅

富岡駅

木戸駅

竜田駅

小高駅

桃内駅

浪江駅

20km

福島第一
原子力発電所

福島第二
原子力発電所

帰還困難区域

運行中

居住制限区域

避難指示解除準備区域

運休中
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原子力被災１２市町村の医療・福祉・教育施設の主な整備状況

【医療施設】
・平成23年7月 都路診療所、歯科診療所が診療を再開。
【福祉施設】
・平成24年3月 特養都路まどか荘が再開。
【教育施設】
・平成26年4月 小中学校、こども園が都路町地区で再開。

田村市

【医療施設】
・平成28年4月 小高病院が週5日の外来診療を再開。
平成29年4月 小高調剤薬局が再開。
【福祉施設】
・平成29年12月 老健ヨッシーランドが再開。
・平成30年4月 特養梅の香が再開。
【教育施設】
・平成29年4月 小高区の小中学校、幼稚園

が再開。
・平成29年4月 小高商業高校と小高工業高校を統合し、

小高産業技術高校が開校。

【医療施設】
・平成28年10月 山木屋診療所が診療を再開。
【教育施設】
・平成30年４月 小中学校が山木屋地区で再開。

川俣町

【医療施設】 【福祉施設】
・平成29年5月 広野薬局が再開。 ・平成24年4月 特養花ぶさ苑が再開。
【教育施設】
・平成24年8月 小中学校、幼稚園、保育園が町内で再開。
・平成27年4月 ふたば未来学園高校が開校。
・平成31年4月 ふたば未来学園中学校が開校予定。

【医療施設】
・ 平成28年2月 県立ふたば復興診療所が開所。
【福祉施設】
・ 平成28年3月 特養リリー園が再開。
【教育施設】
・ 平成29年4月 小中学校、こども園が町内で再開。

【医療施設】
・平成28年10月 とみおか診療所が開所。
・平成29年4月 富岡中央医院が診療を再開。
・平成29年12月 ふくしま心のケアセンターふたば

出張所が開所。
・平成30年4月 ふたば医療センター附属病院が開院。
【教育施設】
・平成30年４月 小中学校が町内で再開。

富岡町

【医療施設】
・平成29年3月 浪江診療所が開設。
【教育施設】
･平成30年4月 小中学校、こども園が町内に開設

浪江町

【医療施設】
・平成29年11月 葛尾村診療所が診療を再開。
【教育施設】
・平成30年4月 小中学校、幼稚園が村内で再開。

葛尾村

【医療施設】
・平成28年9月いいたてクリニックが診療を再開。
【福祉施設】
・特養いいたてホームは、震災直後から運営を継続。
【教育施設】
・平成30年４月 小中学校、こども園が村内で再開。

飯舘村

【医療・福祉施設】
・平成24年4月 村立保健・福祉・医療総合施設「ゆふね」が再開。
【福祉施設】
・平成27年11月 特養かわうちが開所。
【教育施設】
・平成24年4月 小中学校、保育園が村内で再開。
・平成28年4月 川内中学校敷地内において、室内型村民プールが

オープン。

川内村

室内型村民プール

小高調剤薬局
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いいたてクリニック

ふたば医療センター
附属病院

広野町

楢葉町

南相馬市

ふたば未来学園新校舎
（イメージ）

楢葉小･中学校

特養梅の香再開

小･中学校再開式
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